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2016年4月27日
日興アセットマネジメント株式会社

「ノーロード⽇本国債フォーカス（毎⽉分配型）」

ファンドのご紹介
当ファンドは、アクティブ型ファンドのラインナップを重視した

ノーロード専⽤の商品「ノーロード・シリーズ」に仲間⼊りしました！
2016年4月26日付でファンドの名称を「日本国債ファンド（毎月分配型）」から

改めまして、ファンドのご紹介

「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」に変更いたしました。

日興アセットマネジメントの「ノーロード・シリーズ」のラインナップに加わるに際して、ファンド名称を
新たにし、購入時手数料もノーロード化された当ファンドを、改めてご紹介させていただきます。

⽇本の短期から⻑期、超⻑期の国債を投資対象とし、ラダー型運⽤を⾏なうファンドです。

「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」は、相対的に信用リスクが低いといわれる日本国債
を投資対象としながら、より高い利回りの獲得をめざして運用するファンドです。

ファンドの魅⼒

詳しくは、2、３ページへ
※当ファンドは、投資元金および利回りが保証されているものではありません。

投資対象は⽇本国債 年限30年程度までの
超⻑期国債にも投資 ラダー型運⽤で分散投資

『 リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2016』の『最優秀ファンド賞』を受賞！

『 リッパ ファンド アワ ド ジャパン 2016』『 リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2016』
の「評価期間3年」、「債券型 日本円」部門

において、2015年に続き、
『最優秀ファンド賞』を連続受賞

リッパー・ファンド・アワードの評価の基となるリッパー・リーダーズのファンドに関する情報は、投資信託の売買を推奨するものではありませ
ん。リッパー・リーダーズが分析しているのは過去のファンドのパフォーマンスであり、過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するもの
ではないことにご留意ください。評価結果は、リッパーが信頼できると判断した出所からのデータおよび情報に基づいていますが、その正

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 1/7

な 留意く 。評価結果 、リッ 信頼 き 判断 出所 デ お 情報 す 、そ
確性、完全性等について保証するものではありません。
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⽇本国債を主な投資対象とし、ラダー型運⽤を⾏なうファンドです。当ファンドは、我が国が発行する債券「日本
国債」に投資を行ないます。国債は、国が発
行などを行なうため社債と比べ信用力が高
い傾向があり 格付会社から高い格付が付

⽇本国債に投資し、ラダー型運⽤を⾏なうファンドです。

日本国債の主要格付会社による格付（2016年3月末）

格付機関 ムーディーズ S&P

日本（自国通貨建て長期） A1 A＋
い傾向があり、格付会社から高い格付が付
与されています。また、国債は、社債などと
比べ、発行・流通量が多いため、相対的に
流動性が高い傾向があります。

足元の為替市場では、対円における主要通貨の短期的なボラティリ
ティ（変動率）が高い傾向となっていますが、当ファンドは国内資産で

日本（自国通貨建て長期） A1 A＋

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）

※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。

ラダー型運⽤（等⾦額投資）とは

ある日本国債に投資しますので、為替レートの変動を気にする
必要がなく、相対的に安定した値動きが期待されます。

ラダー型運用とは、債券の残存年限ごとに等金

額投資（額面ベース）を行なうものです。当ファ

ンドで行なうラダー型運用は、短期から長期、さ

らに超長期までと、異なる年限の国債に投資し

ます。積極的に収益獲得をめざしたい環境に

おいては、このラダー型運用の一定ルールに

「ラダー」とはハシゴの意味で、残存期間毎の

投資額をグラフにしたり、ポートフォリオのイメー

ジを描いたときに、ハシゴを横にした形に似てい

ることから、ラダー型運用と呼ばれています。

基づいた運用手法が制約となり、収益が狙えな

い場合があるものの、満期償還を迎えたものか

ら、その償還金を超長期国債へ再投資するた

め、金利変動に対するリスク分散効果やある程

度のインカム収入の安定化が期待できるのが、

この運用の特徴といえます。

ハシゴ（ラダー）

横にすると

下の運用イメージに似ているかも!?

当ファンドにおけるラダ 型運用（イメ ジ）当ファンドにおけるラダー型運用（イメージ）

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 2/7

※上記は、ラダー型運用についての一般的な特徴を簡便的にご説明したイメージ図です。
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※超長期国債とは、満期償還までの期間（残存
期間）が10年を超える国債のことをいいます

当 ド 残存期間が最長 年程度ま

1 6
残存期間別の日本国債の利回り

期間）が10年を超える国債のことをいいます。

（％）

当ファンドは、残存期間が最長30年程度までの
超長期国債も投資対象とすることで、より高い利
回りを追求します。債券利回りは、一般的に残存
期間が長い債券ほど高い傾向がありますが、当
ファンドは、残存期間が約30年程度までの超長期
国債にまで投資を行なうことで、金利変動リスクを
抑えつつ より高い利回りの確保を目指したポ
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1.6 
2015年3月末（1年前）

2016年3月末

抑えつつ、より高い利回りの確保を目指したポー
トフォリオを構築しています。

また、残存期間が長いほど、債券価格・利回りに
対する金利変動の影響が大きくなる傾向がありま
すが、当ファンドはラダー型運用で残存年限の異
なる国債に等金額投資を行なうことで、金利変動
リスクの平準化を目指します

-0.4 
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リスクの平準化を目指します。

足元の日本国債市場は、2016年1月の日銀によ
るマイナス金利政策導入決定後、短期だけでなく
長期の国債利回りもマイナスになるといった状況
となりました（2016年３月末現在）。国債投資にお
いて、定期的に受け取るインカム収入は、大きな
収益源とな ています 当フ ンドは 超長期国

130

140

1年 5年 10年 15年 20年 30年
（残存期間）

日本国債のトータルリターンとそのインカム要因（2004年3月末～2016年3月末）

※NOMURA-BPI国債インデックスを用いて算出

収益源となっています。当ファンドは、超長期国
債にまで幅広く投資を行なっているため、インカ
ム収入を確保することができました。

※グラフ起点を100として指数化
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定期的に
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※上記は、月次の各収益リターンを累積し簡便的に計算したものであり、あくまでも概算です。なお、税金や売買費用などは考慮していません。
※上記で使用したインデックスは、当ファンドのベンチマークではありません。使用したインデックスに関する著作権等の知的財産権および

その他一切の権利は当該インデックスの算出元または公表元に帰属します。

（年/月）

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 3/7

（信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成）

※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。

その他 切の権利は当該インデックスの算出元または公表元に帰属します。
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フ ァ ン ド の 特 色

1．日本国債を中心に投資します。

2 等金額投資による運用を行ないます

残存期間が最長30年程度までの日本国債を主な投資対象とします。

2．等金額投資による運用を行ないます。

3．原則として、毎月、安定的な収益分配を行ないます。

原則として、債券の残存年限ごとに等金額（額面ベース）投資を行ないます。（＝ラダー型運用）

※分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配金額を
変更する場合や分配を行なわない場合もあります。
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90

13 000

13,500

市場動向および資金動向などにより、上記のような運用が行なえない場合があります。

（円）

設定来の運⽤実績（2011年2⽉25⽇（設定⽇）〜2016年4⽉26⽇）
2016年

4月26日現在
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12,675円
基準価額（税引前分配金再投資ベース、左軸）

基準価額
（税引前分配金控除後、左軸）

12,999円

0
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9,000

9,500

10,000

11年2月 12年2月 13年2月 14年2月 15年2月 16年2月
※基準価額は、信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の、分配金額は税引前の、それぞれ1万口当たりの値です。
※基準価額（税引前分配金再投資ベース）は、税引前分配金を再投資したものとして計算した理論上のものである点にご留意ください。
※分配金額は収益分配方針に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配金額を変更する場合や分配を行なわない場合もあります。

分配金（右軸）
→

ファンドの状況（2016年3⽉31⽇現在）
公社債残存別構成⽐

平均最終利回り 0 19％

残存年限 ウェイト

0～5年 12.91%

※個別債券について加重平均したものです。
※信託報酬などを考慮しておりませんので、投資者の皆さま

の実質的な投資成果を示すものでも、将来得られる期待
利回りを示すものでもありません。

平均最終利回り 0.19％ 5～10年 15.94%

10～15年 16.18%

15～20年 16.94%

20～25年 20.08%

25年以上 16.87%

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 4/7

※上記グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※マザーファンドの状況です。比率は対純資産総額比です。
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収益分配金に関する留意事項収 分 留 事項

投資信託の純資産

分配金

 分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、
その金額相当分、基準価額は下がります。

投資信託で分配金が支払われるイメージ

投資信託の純資産

 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて
支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することにな
ります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

前期決算から基準価額が上昇した場合 前期決算から基準価額が下落した場合

10,550円

10,450円

10,500円 分配金
100円

＊50円

期中収益
（①+②）50円

10,400円
10,500円

分配金
100円＊80円

配当等収益
①20円

＊500円
（③+④）

＊450円
（③+④）

10,300円
円

＊500円
（③+④）

＊80円

＊420円
（③+④）

(注)分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および
④収益調整金です。分配金は、分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、将来の分配金の支払いおよび金額ならびに基準価額について示唆、保証するものではありません。

＊分配対象額
500円

＊50円を取崩し ＊分配対象額
450円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

＊分配対象額
500円

＊80円を取崩し ＊分配対象額
420円

前期決算日 当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

 投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、 実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さ
かった場合も同様です。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合 分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

本払 金

普通分配金

本払 金

※元本払戻金（特別分配金）は実質的に元本の一部払戻しとみなされ、その金額だけ個別元本が減少します。
また 元本払戻金（特別分配金）部分は非課税扱いとなります

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

元本払戻金
（特別分配金）

分配金
支払後

基準価額
個別元本

投資者の
購入価額

（当初個別元本）

元本払戻金
（特別分配金）

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 5/7

また、元本払戻金（特別分配金）部分は非課税扱いとなります。

普通分配金 ： 個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金 ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。分配後の投資者の個別元本は、

（特別分配金） 元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
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お申込みに際しての留意事項

投資者の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金
を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者（受益者）の皆様に帰属します。
なお 当ファンドは預貯金とは異なります

 リスク情報

【価格変動リスク】【流動性リスク】【信用リスク】【有価証券の貸付などにおけるリスク】

※ 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

なお、当ファンドは預貯金とは異なります。

当ファンドは、主に債券を実質的な投資対象としますので、債券の価格の下落や、債券の発行体の財務
状況や業績の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。

主なリスクは以下の通りです。

※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

 その他の留意事項

• 当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」 へのご理解を高めていただく当資料は、投資者の皆様に ノ ロ ド日本国債フォ カス（毎月分配型）」 のご理解を高めていただく
ことを目的として、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。

• 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用は
ありません。

• 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象では
ありません。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金の支払いの対象とはなり
ませんません。

• 投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込みの際には、
投資信託説明書（交付目論見書）などを販売会社よりお渡ししますので、内容を必ずご確認のうえ、
お客様ご自身でご判断ください。

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 6/7
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お申込メモお申込メモ
商品分類 追加型投信／国内／債券

ご購入単位 購入単位につきましては、販売会社または委託会社の照会先にお問い合わせください。

ご購入価額 購入申込受付日の基準価額

信託期間 2021年1月25日まで（2011年2月25日設定）

決算日 毎月25日（休業日の場合は翌営業日）

お客様には、以下の費用をご負担いただきます。

購入時手数料 ありません。

＜お申込時、ご換金時にご負担いただく費用＞

ご換金代金のお支払い 原則として、換金請求受付日から起算して4営業日目からお支払いします。

手数料等の概要

換金手数料 ありません。

信託財産留保額 ありません。

信託報酬

純資産総額に対して年率0.9612％（税抜0.89％）以内を乗じて得た額。
各計算期に適用する信託報酬率（年率）は、前計算期終了日における新発10年国債の利回りに応じて変動
します

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞

します。
詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

その他費用

目論見書などの作成・交付および計理等の業務にかかる費用（業務委託する場合の委託費用を含みます。）、
監査費用などについては、ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.1％を乗じた額の信託期間を通じた
合計を上限とする額が信託財産から支払われます。

組入有価証券の売買委託手数料、借入金の利息、立替金の利息および貸付有価証券関連報酬（有価証券
の貸付を行なった場合は、信託財産の収益となる品賃料に0.54（税抜0.5）を乗じて得た額）などについては、
その都度、信託財産から支払われます。

※ 当ファンドの手数料などの合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間などに応じて
異なりますので、表示することができません。

※ 詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※組入有価証券の売買委託手数料などは、運用状況などにより変動するものであり、
事前に料率、上限額などを表示することはできません。

委託会社、その他関係法人

委託会社
日興アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第368号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会

受託会社 三井住友信託銀行株式会社（再信託受託会社：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社）

販売会社

販売会社については下記にお問い合わせください。
日興アセットマネジメント株式会社
〔ホームページ〕http://www.nikkoam.com/〔ホ ム ジ〕http://www.nikkoam.com/
〔コールセンター〕0120-25-1404（午前9時～午後5時。土、日、祝・休日は除く。）

日本証券業
協会

一般社団法人
日本

投資顧問業

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種

金融商品

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会
投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは

■当資料は、投資者の皆様に「ノーロード日本国債フォーカス（毎月分配型）」へのご理解を高めていただくことを目的と
して、日興アセットマネジメントが作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、
将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。 7/7

（資料作成日現在）

協会 投資顧問業
協会

取引業協会
金融商品
取引業協会

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○


